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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究は,クワゴマダラヒトリ乃d朋ぬrc加ゎ坪r肋(Butler)の生態を概括した上で,

その個体群動態の変動パターンを検討し,生命表の作成や畢網内の天敵相の調査,室内飼

育や野外での接種実験などを実施して,各種死亡要因が本種の個体群変動に与える影響に

ついて解析した.'特にクワゴマダラヒトリのspe血i扇として知られる樹上性ゴミムシの

1種オオヨツアナアトキリゴミムシ劫re〃叩eゆrβね(Bates)については,その生態上の知

見を得るとともに本種による捕食がクワゴマダラヒトリ個体群に与える影響を検討した･

内容は以下のように要約できる.

1)クワゴマダラヒトリは,幼虫越冬,年1化で成虫の産卵植物は東北日本ではクワ,

西南日本ではカラスザンショウかアカメガシワであった.しかし,越冬後の幼虫はきわめ

て多種類の植物を摂食した.卵塊の卵粒数は最低約500から最大約3,000卵と大きな変異

があった.蔵卵数は体のサイズ(前週長と体長)と蛸の大きさに密接に関連し,サイズの

増加につれ直線的に増加した.

2)ふ化幼虫は食草への食いつきや脱皮の斉一性,齢期間の短縮などにおいて顕著な集

合効棄が認められた.室内実験ではこれらの効果に必要な集合サイズは,5～10頭であ

った.しかし,野外ではアリやクモの捕食圧を受け,有効な防衛効果のある巣網を形成す
るには,500頭以上の集団サイズが必要であることがわかった.

3)クワゴマダラヒトリの個体群動態の西南日本における変動の特徴として,▲数年間(5

～8年)漸進的に増加した後,2年程度で急激に減少するパターンが一般的で,地理的に
近い個体群ではそれが同調する傾向にあった.

4)本種の死亡要因として,秋季ではアリ類とクモ類およぴオオヨツアナアトキリゴミ

ムシによる捕食,春季には寄生蜂と寄生バエおよび病気などの天敵類が重要であった･生

命表調査を行った大阪府南部の岸和田･和泉では,卵期にはアリ類,また秋季の幼虫に対
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してはアリとクモ類,およぴオオヨツアナアトキリゴミムシ,越冬後の幼虫では,コマエ

バチ科(Braconidae)のギンケハラボソコマエバチ肋teorus
puLuchricornisとヒゲバチ科

(lclmeumonidae)の1種物OSOterSp‥ヤドリバェ科(Tachinidae)のCbrさejiadubiaと

sp.の2種と細菌の1種助feroムβCfersp.が重要な死亡要因であった.

5)オオヨツアナアトキリゴミムシは,餌昆虫であるクワゴ⇒ダラヒトリにその生活史

や行動様式で特殊化し,成虫は巣網を大顎で切断することによって餌の防衛網を簡単に突

破でき･また幼虫は巣網内で機能的に行動できた･機能の反応(如cti?nalrespons占)と数

の反応(numericalresponse)の実験結果から,ゴミムシ成虫は1個体あたり1日に約100

個体のクワゴマダラヒトリ若齢幼虫を捕食できた.これよりクワゴマダラセトリの密度の

低下期には遅れの密度依存要因として作用することが明らかになった.

6)以上の結果をもとに,クワゴマダラヒトリは,高い増殖能力と集合性による高い防

衛能力が,天敵からのエスケープを引き起こし密度増加を招くこと,逆に,病気やゴミム

シによる捕食および寄生者の複合した作用が働き,密度低下を招くと考えられた.

審 査 結 果 の 要 旨

本革文の全開学位論文発表会は,平成13年8月2日(木)午後1時30分より信州大

学農学部第13番講義室において,審査委員全員出席のもと実施された.発表の内容は充

実しており,申請者は的確に質問に対して応答した.その後引き続き論文内容を中心に衰

査委員会を開催した.本論文が審査委員会で評価された点は以下のとおりである.

まず本論文を総括的にみると,地理的に広範囲でかつ長期間に亘る調査･実験から,ク

ワゴマダラヒトリ乃α乃αねrcぬ叫Pdr血(Butler)という集合性昆虫の適応的意義を明らか

にし,■さらにそのspecialistの捕食者であるオオヨッブナアトキリゴミ■ムシ劫rena

タeゆr血(Bates)との捕食関係の解析から,クワゴマダラヒトリの個体群動態のメカニズ

ムを解析し,その変動仮説を提言したもので,集合性昆虫に関する伝統的研究手法の上に

新しいアプローチを試みた論文であると評価できた.また内容的には以下に述べる点が評

価された.

1ニクワゴマダラヒトリという集合性昆虫について,集合性昆虫の研究手法に従い,

の食いつきや脱皮の斉一性､齢期間の短縮などの集合効果を検証した点.さらに､野外で

はアリやクモが大きな靖食圧であることをつきとめ,集団防衛効果に必要な幼虫サイズ

(500頭以上)を明らかにした点.

2.西南日本を中心に,数年間(5～8年)漸進的に増加した後､2年程度で急激に減

少するという本種特有の個体群密度の変動パターンを明らかにした点.

3･生命表調査により,オオヨツアナアトキリゴミムシをはじめギンケノ､ラボソヲマエ

バチ助eo用岬血c柚∂〝血ヒメバチ科の1種物0∫クーer.Sp‥細菌の1種血加ゎβCねrsp･

などクワゴマダラヒトリの死亡要因を明らかにし,密度変動との関係を解析したこと.

4･クワゴマダラヒトリのspecialistの掃食者であるオオヨツアナアトキリゴミムシに

ついて,･はじめてその生態を明かにし,さらに描食関係の解析した上で(数と機能の反応),
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クワゴマダラヒトリの個体群密度の減少時に及ぼす影響を数量的に明らかにしたこと.

以上の4項目に加え集合性研究分野の位置づけからみて,集合佐屋虫については集団と

いう生活様式のもつ生態学的意義の解明や行動学的アプローチが今までなされてきたが,

本論文ではさらにそれらの解明をふまえて`クワゴマダラヒトリという集合性昆虫の個体群

変動様式の仮説を睦言した点が評価できた.

以上について･審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文

として十分価値あるものと認めた.
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